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★当社ホームぺージ（株主・投資家のみなさま）をリニューアルしました★
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新型コロナウイルス感染症の影響による業務用および産業用での稼動減や，卸電力市場取引の減少な
どから，小売，卸売とも減少し，販売電力量（全体）は前年度に比べ2.4％減の825億kWhとなりました。

燃料市況を踏まえたLNGのスポット調達拡大による燃料費低減などの効率化に努めたものの，小売や
卸売の販売に伴う収入が減少したことや，今年２月の福島県沖を震源とする地震（以下，福島県沖地震と
いいます。）による発電所の停止に伴い，燃料費や他社購入電力料が増加したことなどから，前年度に比
べ，324億円減益の675億円となりました。

福島県沖地震で被害を受けた火力発電所の復旧時期を見極めているところであり，現時点においては，
利益について合理的な算定が困難な状況であるため，未定としております。また，配当予想につきまし
ても，中間・期末ともに未定としております。

くわしくはこちら

決算ハイライト
販 売 電 力 量

経常利益（連結）

業績予想
配当予想

植物油インキを使用して
います。

お問い合せ先・郵便物ご送付先　※当社の事業所ではお手続きを承っておりませんのでご了承ください。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部お手続用紙の
ご送付先

特別口座に係る下記４点のお手続用紙のご請求はホームページで24時間承っております。
　・変更届（住所，印鑑，氏名等）　 ・配当金振込指定書　・単元未満株式買取請求取次依頼書　・口座振替申請書
ホームページ　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

お手続用紙の
ご請求先

電話 0120-232-711（通話料無料）（受付時間 土・日・祝日を除く 9：00〜17：00）お問い合せ先

当社ホームページ　https://www.tohoku-epco.co.jp/

■当社ＩＲページ（株主・投資家のみなさま）

■当社ＩＲページ（株主・投資家のみなさま）
　当社ホームページ（株主・投資家のみなさま）では，トップメッ
セージ，IR資料，個人投資家のみなさま向けの情報等を発信して
おりますので是非ご覧ください。
　詳しくは，下記のＱＲコードまたは当社ホームページ＞株主・
投資家のみなさまよりご覧ください。

https://www.tohoku-epco.co.jp/ir/

表紙写真のご紹介

当 社は今 年４月に設 立し
た「東北電力フロンティア株式
会社」および「東北電力ソー
ラーｅチャージ株式会社」を
通じて，スマート社会実現事
業を推進してまいります。

新会社の設立

　会社説明会の動画配信を開始しました。当社役員が電力供給
事業やスマート社会実現事業等の取り組みに関して説明してい
るほか，投資家のみなさまからのご質問にもお答えしております。
　動画は，下記のURLおよびＱＲコードよりご視聴いただけ
ます。
https://webcast.net-ir.ne.jp/95062101/ 
index.html

（野村インベスター・リレーションズ株式会社のサイト）

■個人投資家のみなさま向け会社説明会の動画配信
■動画配信のイメージ

創立70周年記念事業 
（お客さまご愛顧感謝キャンペーン）

Financial Information 財務情報
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　株主のみなさまには，平素より格別のご高配をた
まわり，厚く御礼申しあげます。
　ここに当社第９７期事業概況（２０２０年度通期）をご
報告申しあげます。

　当社はおかげさまで，今年５月をもちまして，創立
から７０周年を迎えました。これもひとえに，みなさま
の長年にわたるご愛顧の賜物であり，あらためて深く
感謝申しあげます。
　振り返りますと，１９５１年の創立以来，「東北の繁栄
なくして当社の発展なし」という考えのもと，水力・
火力・原子力をはじめとした多様な電源の開発など
を通じて，東北6県および新潟県の電力の安定供給
に努め，地域とともに成長してまいりました。　
　
　現在，電力業界においては，電力小売全面自由化以降
続く競争の激化，新型コロナウイルス感染症拡大による
電力需要への影響，国による２０５０年のカーボンニュー
トラル（ＣＯ₂の排出量実質ゼロ）に向けた方針の表明な
ど，経営環境が大きくかつ急速に変化しております。

　このようななか，当社グループは，「東北電力グ
ループ中長期ビジョン『よりそうnext』」のもと，電力

供給事業を通じた競争力の徹底強化と，今年４月に設
立いたしました「東北電力フロンティア株式会社」を
中心に，地域に住む方々の快適・安全・安心な暮ら
しを支えるスマート社会実現事業の早期収益化への
取り組みを進めております。
　また，カーボンニュートラルに向けた取り組みにつ
きましては，その実現に向け，今年３月に「東北電力グ
ループ“カーボンニュートラルチャレンジ２０５０”」を
取りまとめました。火力電源の脱炭素化，再生可能
エネルギーと原子力発電の最大限活用，スマート社
会実現事業の展開等により，ＣＯ₂排出削減を加速し
てまいります。

　当社といたしましては，７０周年の節目を新たな出発
点として，グループスローガン「 」
のもと，お客さまにより沿い，地域に寄り添い，当社グ
ループだからできる価値を提供することで，さらなる
企業価値の向上をはかってまいります。

　株主のみなさまにおかれましては，なお一層のご理
解とご協力をたまわりますようお願い申しあげます。

　
２０２１年６月

取締役会長 取締役社長

　原子力発電については，新規制基準への適合にとどまらず，より高いレベルでの安全確保に向
けて，さらなる安全性の向上に取り組んでまいりました。
　女川原子力発電所２号機については，昨年2月，原子力規制委員会から原子炉設置変更許可を
受けるとともに，安全協定に基づく事前協議の申し入れに対し，昨年11月，宮城県，女川町，石巻
市よりご了解をいただきました。現在，工事計画認可申請に係る審査が進められており，２０２２年
度の安全対策工事完了に向け取り組んでまいります。
　東通原子力発電所１号機については，地震・津波に係る審査が進められており，安全対策工事
については，2024年度の完了を目指して進めていくことといたしました。
　引き続き，原子力発電所の再稼働に向けて，地域のみなさまに理解を深めていただけるよう取
り組んでまいります。

原子力発電所の再稼働に向けた取り組みTopics④

安全対策工事が進む女川原子力発電所

電源確保訓練（東通原子力発電所）

世界最大級の水素製造施設「福島水素エネルギー研究フィールド（ＦＨ２Ｒ）」
　当社グループは，再生可能エネルギーを利用した「福島水素エネルギー研究フィールド
（FH2R）※」の実証事業に参画しております。（期間2016年度～2022年度）
　本施設では，電力系統に対する需給調整を行うことで，蓄電池を使わずに出力変動の大きい
再生可能エネルギーの電力を最大限利用するとともに，クリーンで低コストな水素製造技術の
確立を目指します。
　こうした実証事業への参画などを通じて，再生可能エネルギーの導入拡大と電力系統の安
定運用の両立に向けた技術開発に取り組んでまいります。
※国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO)の技術実証事業として受託

福島水素エネルギー研究フィールド

カーボンニュートラル実現に向けて目指す姿

大型蓄電池システム（西仙台変電所）

※CCUS:CO₂の回収・
　利用・貯留

例）再エネ由来の
　  水素利活用（P2G）

再エネ余剰の調整

※VPP:仮想発電所

福島水素エネルギー研究フィールド（水電解装置）

ⓒeiicon company

　当社グループは社会課題の解決により，地域に住む方々が快適・安全・安心な暮らしに貢献する「スマート社会実現事業」に
取り組んでおります。ここでは主な取り組みについてご紹介します。

スマート社会実現事業への挑戦Topics③

 〈 提供するサービスのイメージ 〉 

〜 定額制を基本としたパッケージサービス 〜 〜 家庭向け太陽光・蓄電池サービス 〜

　お客さま起点の新たなサービスを創出していくため，今
年４月に「スマート社会実現事業」の中核的な役割を担う

「東北電力フロンティア株式会社」を設立いたしました。
　次世代のデジタル技術やイノベーションの活用等を通じ
て，電気機器の制御による省エネや蓄エネなど，電気を含
むエネルギーマネジメントをベースとしながら，お客さま
の，快適・安全・安心な暮らしにつながる各種サービスを
取り揃え，これらを組み合わせてご提供してまいります。
　一例として，同じく新たに設立した「東北電力ソーラーｅ
チャージ株式会社」が提供する太陽光発電設備と蓄電池の
設置サービス（分散型電源）と，それだけでは賄いきれな
い電力（系統電気）をパッケージにして提供する予定です。

「スマート社会実現事業」に向けた新会社の設立

設立日　　　 2021年4月1日
取締役社長　 岡信　愼一
設立時資本　 50億円
　　　　　　 •資本金25億円
　　　　　　 •資本準備金25億円　
事業開始　　 2021年度下期予定
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2021年4月1日
伊藤　篤
9.9億円
•資本金4.95億円   
•資本準備金4.95億円
2021年度上期予定
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伊藤　篤
9.9億円
•資本金4.95億円   
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※初期費用なし

蓄電池
太陽光

充電した
再エネ電力

発電した
再エネ電力不足分

の電力

■東北電力グループは，S＋3Ｅ※の確保を大前提に，2050年カーボンニュートラルに挑戦します。
　※Safety(安全性）を前提に，Environment(環境性）， Economy（経済性），Energy security(安定供給）の同時達成
■東北電力グループのＣＯ₂排出削減を加速するとともに，スマート社会の実現を通じて東北・新潟地域をはじめとしたお客

さまのＣＯ₂排出削減にも取り組み，地域社会の脱炭素化に貢献してまいります。

2050年カーボンニュートラル宣言

　当社は創立７０周年を記念して，以下の事業を実施しております。
1.オープンイノベーションプログラム「TOHOKU EPCO BUSINESS BUILD」
　「スマート社会」の実現に向けた取り組みを加速するため，事業アイデアを募集し，

パートナーとの連携・共創を通じて，新規ビジネスや新サービスの創出をはかります。
2.東北・新潟の活性化応援プログラム
　地域産業の振興，地域コミュニティの再生・活性化など，地域の課題解決に向けて自主的な活動を行っている団体を助成金に

よりサポートします。（本プログラムは2017年より毎年実施しており，今年は「70周年記念助成金」を設定。）
3.お客さまご愛顧感謝キャンペーン
　対象料金プランへのご加入で3ヶ月分の基本料金が無料になるキャンペーンを今年7月31日まで実施しております。（キャン

ペーンの内容は裏表紙をご覧ください。）

　東北電力グループは，カーボンニュートラルの実現に向けた長期的な方向性として「東北電力グループ“カーボンニュートラ
ルチャレンジ２０５０”」を取りまとめました。

東北電力グループ“カーボンニュートラルチャレンジ2050”についてTopics①

創立70周年記念事業についてTopics②
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